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旋回流誘引型成層空調システム

iSWIT (スウイット )J について
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1 はじめに

地球温暖化問題などを背景に、省エネノレギー化を図

り、環境負荷を低減することが求められている。建物

における消費エネルギーのうち、空調の占める割合は

高い。建築計画上、断熱や日射遮蔽を考膚することは

言うまでもないカミ 高効率的な空調システムを採用す

ることも、環境負荷低減の有効な手段の一つである。

とりわけ、工場など、大空間で発熱負荷や粉塵などの

汚染質発生が大きな建物では、換気や快適性だけでな

く、製造工程に対応したレイアウト変更の容易性や作

業牲を損なわないようにするとともに、初期コストを

抑えつつ、いかにして省エネノレギ を達成するか、空

調システムに求められる課題は多い。

そこで本稿では、自然現象に逆らう乙となく、人の

いる居住域(作業域〉のみを空調する己とで、省エネ

ルギー化を図る旋回流誘引型成層空調システム

rSWITJについて紹介する。

2 従来の混合空調方式の課題

従来から用いられている湿合空調は、(図1)のよう

に天井など室上部から給気を行う己とで、室全体を畳

祥混合している。つまり、熱や粉塵などを混合希釈

することで、室内の温度や濃度を均一に保っている。

しかし、逆の言い方をすれば、機器などによって暖

められた空気は、浮力によって上昇しようとするが、

室上部の吹出し口から出る 1令風によって叩き落とさ

れ、居住域に拡散している。つまり、居住域のみを空

調すればよいと乙ろを、室全体を壇祥し、無駄に空調

している。

また、室全体を空調するには、室内の隅々まで吹出

し口を設置する必要があるため、室上部にダクトを張
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ダクト網が必要 吹出し気流による
勲気と粉塵の泌合

図 1 冷房時における荏来の混合空調の空気流動

国 2 冷房時における SWITの空気流動

り巡らせなければならず、施工的にもコスト的にも難

点となっている。

己れらの課題を解決するべく開発した空調システム

が今回紹介する SWITである。

3. SWITによる温度成層空調

(図2) に示すように SWITは、暖かい空気は上昇

し、冷たい空気は下に溜まろうとする自然現象を活用
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